
酪農生産法人の支援
～大型法人経営体系の確立～

◆対 象：酪農生産法人1法人 （課題番号 ３）

◆活動年次：平成２８～令和４年度

1 課題の背景

Ｈ29年に営農を開始した法人に
は、地域酪農の維持の観点から
も期待が高まっている

２ 活動の経過

巡回指導を中心に、関係機関と協力して各課題の改善を推進。

３ 活動の成果

○乾乳牛および産褥牛の飼料摂取量増加（R3年）と積極的更新により個体乳量向上

・良質サイレージ調製に必要な鎮圧の重要性が理解され、次年度実践

・初乳の重要性が理解され、給与までの時間が短縮

※乳量はH29年対比

４ 今後の課題

○いかなる情勢にも対応できる経営体質の強化

360

243

127

0

100

200

300

400

50

100

150

200

250

H29 H30 R1 R2 R3 R3

経
産
牛
頭
数

乳
量
（
％
）

経産牛頭数（頭） 出荷乳量 経産牛一頭当乳量

○関係機関と月１回定期巡回 （計画の進捗状況確認・共有)

○良質サイレージ調製に向けた助言

○初乳給与および哺育牛飼養管理改善に向けた支援

○飼料費等コスト高騰に対応した経営戦略の検討

敷料はたっぷりですが、冬場の
保温対策が不十分ですね
生まれた時間帯によっては初乳
給与のタイミングが遅れがちな
ので工夫しましょう

サイレージの密度が
低いですね、もっと
鎮圧が必要です

飼料の高騰など
経費が増えて大
変なんだよね 良質なサイレー

ジづくりで飼料
費抑えましょう

H29 酪農生産法人

営農開始

地域の課題

・農家戸数の減少

・乳生産量の減少

・遊休農地の増加

新冠町

酪農家戸数

H27:42戸→R4:31戸

・地域乳生産量の維持

・乳牛飼養頭数の維持

・遊休農地の減少

巡回等支援

地域酪農への貢献

規模 拡大 畜産クラスター協議会

H29｡４月

出荷開始
個体乳量の

前年対比は

109％で

目標達成！


